
使命

長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　◇：午前のみ　☆：午後のみ　▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　

■：第１・３・５週　□：第２・４週　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

村田　　浩村田　　浩

新川　一樹 片山　延哉 新川　一樹

南澤　育雄

片山　延哉 新川　一樹

休診

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

－　　　
－　　　

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔
－　　　

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

－　　　

○古谷野靖博
◆宗像　康博

－　　　
－　　　

○関野　　康
○関　　仁誌

－　　　
－　　　

○吉池　文明
■平井　一也
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○丸野　崇志

－　　　

○滝澤　秀典
－　　　
－　　　

吉池　文明
○平井　一也

－　　　

○後藤　憲彦
　  丸野　崇志

－　　　

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

－　　　

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕
－　　　

○渡邉　貴子
－　　　

渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕
－　　　

○持留　智昭
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆犬井　啓太

○掛川　哲司
－　　　

○◇犬井　啓太
－　　　

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇
－　　　
－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

－　　　

◇齊藤　博美
○◇原　　大地

藤森　尚之
－　　　
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介
－　　　
－　　　

○齊藤　博美
北畠　央之

◇髙橋　芳之
☆加古　里子

－　　　

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆原　　大地

○◇加古　里子

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀

○中原　　孝☆中原　　孝
（第２・3・４・5週）　　

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
－　　　

加藤　晴朗
山本　哲平

－　　

加藤　晴朗
飯島　和芳

－　　　

塩﨑　政史
飯島　和芳
山本　哲平

小口　智彦
羽場　知己

－　　

■小口　智彦
□羽場　知己
◆加藤　晴朗

○成松　　巌
○相阪　哲也

○風間　　淳
－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

○酒井　洋徳
○草深　佑児

－　　　

山本　寛二
○近藤　恭史

○◇佐近　普子
◇森　　　篤

－　　　

◇村中　　愛
○森　　　篤
☆井吹　ゆき

◇佐近　普子
○◇西澤千津恵

－　　　

◇西澤千津恵
○井吹　ゆき

－　　　

田澤　浩一
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○非常勤医師（信州大学）
☆酒井　洋徳

－　　　

○酒井　洋徳
○篠原　　潤

－　　

○篠原　　潤
○☆酒井　洋徳

☆草深　佑児

○草深　佑児
☆篠原　　潤

－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

松下　大秀 ○橋田　　巌 松下　大秀 休診

休診

休診休診 ☆住　　昌彦

休診

休診

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範休診

休診

休診

○◇佐近　普子
－　　　
－　　　

◇市川　貴規 休診 休診

休診 休診

休診 休診◎◇中島麻里子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

休診 休診

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳
－　　　

○風間　　淳
－　　　

○草野　義和
中村　卓也

－　　　

■竹前　紀樹
□草野　義和
○脳外科医師

○脳外科医師
兒玉　邦彦

－　　　

草野　義和
○兒玉　邦彦

－　　　

○滝　　建志
成松　　巌

○成松　　巌
滝　　建志

○成松　　巌
滝　　建志

○滝　　建志
成松　　巌

○藤澤多佳子
小松　幸子

▲松田　　智
藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆藍葉宗一郎

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
小松　幸子

○松田　　智
－　　　

休診

診療科 月 火 水 木 金

血 液 内 科

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

休診 休診 休診休診（フットケアセンター）

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（ 膠 原 病 外 来 ）
休診 休診 休診休診（ リ ウ マ チ 科 ）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯 科 ／ 歯 科 口 腔 外 科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（ 脳 血 管 内 治 療 科 ）

放 射 線 治 療 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

心 臓 血 管 外 科

○脳外科医師（交替制）
－
－

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／
卒後臨床研修評価認定病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1　TEL.026-295-1199（代表）　FAX.026-295-1148

TEL.026-295-1291（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）

毎日19：00～翌6：00

上記以外の時間帯 TEL.026-295-1199

外来診療担当表は、5月1日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

塩入　崇弘
浅岡　麻里

－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
浅岡　麻里

－　　　

塩入　崇弘
青沼架佐賜

▼浅岡　麻里

長野市民病院広報誌 2018年5月発行

かかりつけ医の
さらなる普及をめざして

がんセンターのぺぇじ

がん登録から見える
長野市民病院のがん診療

24時間365日

救急患者さんを断らない

登録医紹介

中澤ウィメンズ
ライフクリニック［長野市若里］

救急
診療

発行人 ： 池田宇一／編集 ： 教育研修・メディアセンター
いけ  だ う いち

http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

○☆三浦　　崇
（13：30～）　　

―足から守るあなたの健康―

特  集

フットケア
センター開設

長野県内初！長野県内初！

74
Vol.



特  集フ
ッ
ト
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

開
設

三浦 崇
みうら・たかし

長野市民病院　フットケアセンター長
循環器内科副部長
心臓血管センター科長
日本内科学会総合内科専門医・認定内科医
日本循環器学会専門医
日本心血管インターベンション治療学会認定医

す
。そ
の
血
流
を
改
善
さ
せ
る
の
が
、循

環
器
内
科
や
心
臓
血
管
外
科
の
役
割

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
足
の
病
変
に
対
し
て
、

1
つ
の
診
療
科
だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
き

れ
な
い
こ
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科

が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
す
れ
ば
、
よ

り
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。今
回
開
設
し
ま
し
た

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」は
、「
①
歩
行

機
能
を
守
る
」、「
②
足
の
疾
患
が
原
因

と
な
る
転
倒
を
予
防
す
る
」、「
③
足
を

診
る
こ
と
で
全
身
を
把
握
す
る
」、「
④

足
や
靴
に
対
す
る
意
識
を
向
上
す
る
」

と
い
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
整
形
外
科
、形

成
外
科
、
皮
膚
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
循

環
器
内
科
な
ど
の
診
療
科
が
一
体
と
な

り
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
の
診
療
に
あ

た
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
般
的
に
足
の
治
療
に
関
し
て
、
整

形
外
科
や
皮
膚
科
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
循

環
器
内
科
が
治
療
に
あ
た
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
足
、
特
に
ふ
く

ら
は
ぎ
は
第
2
の
心
臓
と
も
呼
ば
れ
、

身
体
の
血
液
循
環
の
中
で
と
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま
た
足

首
よ
り
末
梢
の
傷
の
約
50
％
は
動
脈
の

血
流
障
害
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
場
合
、
傷
の
処
置
の
み

で
は
治
癒
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
血
流

を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

足
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
症
状
が
早
期
に
現
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
を
見
逃
し
て
し
ま
い
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
は
、
足
の
病
気
や
悩
み
に
対
応
す
る
窓
口
を
広
げ
る
た
め
、

2
0
1
8
年
1
月
、
県
内
初
と
な
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

―

足
か
ら
守
る

　 

あ
な
た
の
健
康―

フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

だ
か
ら
で
き
る
こ
と

長
野
県
内
初
！

フット
ケアセンターのミッション01

フット
ケアセンターのミッション03

フット
ケアセンターのミッション02

フット
ケアセンターのミッション04

「歩く」ことは、健康な人であれば当たり前に
行われている行為です。当たり前の行為である
ために、「歩けなくなってしまったら、どうしよう
…」と考える機会はほとんどないと思います。
ある病気が原因で足を切断しなければならな
くなった場合、身体機能の損失以上に、生き
る気力さえ奪われることもあります。

歩行機能を守る

足の疾患が原因となる
転倒を予防する欧米、特にドイツでは靴を履く歴史が長く、靴に

自分の足を合わせるのではなく、自分の足に靴
を合わせるなど、靴に対しての意識が高い傾向
にあります。日本では、自分にあった靴の選び
方など、フットケアに関する知識を持つ人が少な
く、間違った靴の選択により外反母趾などの足
の変形が原因となる、腰痛や肩こりなどの症状
を生じることがあります。

足や靴に対する
意識を向上する

足の変形、爪の変形、足の裏にできるうおのめ
やたこなどがあると歩行に支障をきたすことが
あります。とくに高齢者では足腰が弱まること
に加え、足の疾患が加わることで、うまく歩け
ないために転倒、骨折、ついには寝たきりとな
ることもあります。

・

・ ・

・ ・ ・

足を診ることで
全身を把握する

み

足は心臓より一番遠いところにあり、毛細血管
に酸素や栄養が送られにくいため、動脈性病
変や神経障害などの症状が早期に現れます。
特に足に動脈性病変のある患者さんの約
50％は狭心症や心筋梗塞の疑い、約20％は
頸動脈狭窄の疑いの可能性があるなど、足を
診ることで、心臓や脳の病気などの早期治療に
つながることもあります。

けい どう みゃく きょう さく

2 1



特  集フ
ッ
ト
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

開
設

三浦 崇
みうら・たかし

長野市民病院　フットケアセンター長
循環器内科副部長
心臓血管センター科長
日本内科学会総合内科専門医・認定内科医
日本循環器学会専門医
日本心血管インターベンション治療学会認定医

す
。そ
の
血
流
を
改
善
さ
せ
る
の
が
、循

環
器
内
科
や
心
臓
血
管
外
科
の
役
割

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
足
の
病
変
に
対
し
て
、

1
つ
の
診
療
科
だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
き

れ
な
い
こ
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科

が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
す
れ
ば
、
よ

り
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。今
回
開
設
し
ま
し
た

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」は
、「
①
歩
行

機
能
を
守
る
」、「
②
足
の
疾
患
が
原
因

と
な
る
転
倒
を
予
防
す
る
」、「
③
足
を

診
る
こ
と
で
全
身
を
把
握
す
る
」、「
④

足
や
靴
に
対
す
る
意
識
を
向
上
す
る
」

と
い
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
整
形
外
科
、形

成
外
科
、
皮
膚
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
循

環
器
内
科
な
ど
の
診
療
科
が
一
体
と
な

り
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
の
診
療
に
あ

た
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
般
的
に
足
の
治
療
に
関
し
て
、
整

形
外
科
や
皮
膚
科
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
循

環
器
内
科
が
治
療
に
あ
た
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
足
、
特
に
ふ
く

ら
は
ぎ
は
第
2
の
心
臓
と
も
呼
ば
れ
、

身
体
の
血
液
循
環
の
中
で
と
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま
た
足

首
よ
り
末
梢
の
傷
の
約
50
％
は
動
脈
の

血
流
障
害
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
場
合
、
傷
の
処
置
の
み

で
は
治
癒
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
血
流

を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

足
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
症
状
が
早
期
に
現
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
を
見
逃
し
て
し
ま
い
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
は
、
足
の
病
気
や
悩
み
に
対
応
す
る
窓
口
を
広
げ
る
た
め
、

2
0
1
8
年
1
月
、
県
内
初
と
な
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

―

足
か
ら
守
る

　 

あ
な
た
の
健
康―

フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

だ
か
ら
で
き
る
こ
と

長
野
県
内
初
！

フット
ケアセンターのミッション01

フット
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フット
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フット
ケアセンターのミッション04
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ために、「歩けなくなってしまったら、どうしよう
…」と考える機会はほとんどないと思います。
ある病気が原因で足を切断しなければならな
くなった場合、身体機能の損失以上に、生き
る気力さえ奪われることもあります。
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足の病気や悩みに対する フットケアセンターの体制
　
当
院
は
、
こ
れ
ま
で
糖
尿
病
患
者
さ
ん

を
対
象
に
し
た「
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
」を
開

設
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
実
際
に
足
の

悩
み
を
抱
え
た
方
は
多
く
、
す
ぐ
に
原
因

が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
足
の
悩
み
を
抱
え
た
方
が
地
域
の

診
療
所
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
際
も
、

そ
の
医
師
が
総
合
病
院
の
専
門
医
へ
患
者

さ
ん
を
紹
介
す
る
際
、
ど
の
診
療
科
に
紹

介
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、そ
の
よ
う
な

声
を
受
け
て
、
足
の
悩
み
を
抱
え
る
患
者

さ
ん
の
紹
介
の
窓
口
を
1
つ（
フ
ッ
ト
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
）に
集
約
し
、
そ
こ
か
ら
患
者
さ

ん
一
人
一
人
の
症
状
に
あ
っ
た
当
院
の
各

診
療
科
の
専
門
医
へ
紹
介
す
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
診
療

所
の
医
師
に
と
っ
て
は
、よ
り
確
実
に
、よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
患
者
さ
ん
を
紹
介
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

も
、
足
の
悩
み
に
対
し
て
よ
り
早
期
に
診

断
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

１つの診療科だけでなく
包括的に患者さんを診る

早
期
診
断
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
る
た
め
に

患者さんが原因不明の足の傷や足の痛みを
訴えている時は、長野市民病院フットケアセ
ンターに紹介していただければ、適切な専門
医による診療をいたします。

滝 建志

形成外科部長
フットケアセンター科長
四肢外傷・機能再建センター科長
 たき　  けん   じ

村田 浩

皮膚科部長
フットケアセンター科長
 むら   た　  ひろし

中原 孝

心臓血管外科副部長
フットケアセンター科長
心臓血管センター科長
 なか  はら 　こう

藍葉 宗一郎

整形外科副部長
フットケアセンター科長
四肢外傷・機能再建センター科長
 あい    ば　  そう  いち  ろう

リンパ浮腫療法士

皮膚・排泄ケア
認定看護師

糖尿病看護
認定看護師

臨床検査技師

外来・病棟看護師

理学療法士

透析部門
看護師

臨床工学技士

循環器内科
下肢の血流障害に対して、
血管内治療を検討・実施し
ます。また、血流障害から検
討できる全身動脈性疾患な
どの診断・治療も行います。

心臓血管外科
下肢の血流障害の際、外科
的な治療を最小限に抑え、内
科的な治療ができるよう、循
環器内科と密な連携をとって
います。

整形外科
下肢の閉塞性動脈硬化症
（P5-6）の症状の1つである
間欠性跛行は腰部脊柱管狭
窄症にもみられます。その場
合は、整形外科が診察を担当
します。

かんけつせい は  こう よう  ぶ  せきちゅうかんきょう

さく しょう

三浦 崇

循環器内科副部長
フットケアセンター長
心臓血管センター科長
  み    うら　たかし

三浦 崇

長野市民病院
フットケアセンター長

皮膚科
水虫や足裏のうおのめ
やたこなど足の皮膚の
病気をはじめ、足の指の
巻き爪など爪の病気ま
で、時に形成外科と協力
して対応します。

・

・ ・

・ ・ ・

形成外科
下肢の小さな傷から潰
瘍による傷に至るまで徹
底した創部管理を行い
ます。それにより血流障
害の際の血行再建術の
治療効果を高めます。

フットケアセンター開設後

整形外科

循環器内科

形成外科

皮膚科

心臓血管外科

その他の診療科

地域の診療所の医師

足の病気に対する
ゲートキーパー（窓口）

長野市民病院

地域の診療所の方へ
歩くとふくらはぎが張る、足の血管が浮き出
ている、日頃から足がつるなどの症状をお持
ちの方は、かかりつけ医を受診の上、当院
フットケアセンターを受診ください。

患者さん、ご家族の方へ

足の病変などの患者さ
んをフットケアセンター
に紹介すれば、適切な
専門医に紹介してもらえ
るから、患者さんにとって
も安心につながるな。

足の病変のある患者さ
んを専門医に紹介しま
す。複数の診療科での
協力が必要な場合は、
診療科をつなぐ役割も
します。

み

　足にサインが出る閉塞性動脈硬化症（P5-6）をはじめと
して足の疾患の治療には、複数の診療科や看護師、理学
療法士、臨床工学技士などさまざまな職種が一体となって
治療にあたる必要があります。
　フットケアセンターでは、地域の診療所やクリニックから
足の悩みを抱えた患者さんが紹介された際、1つの診療科
で治療を進めるのではなく、必要な専門医やさまざまな職種
のスタッフが密に連携を取り診療にあたっています。

へい そく  せい どう  みゃく こう   か   しょう
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日
常
生
活
の
中
で
、

こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
ら
を
加
齢
に
よ
る
衰
え
と
、

見
過
ご
し
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は
、
動
脈
硬
化
の
疾
患
の
1
つ

「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
」
の

症
状
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

知
ら
な
い
と
危
険
!?

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

へ
い

そ
く

せ
い

ど
う

み
ゃ
く

こ
う

か

し
ょ
う

足
に
サ
イ
ン
が
出
る
病
気

歩
い
て
い
る
と
足
が
痛
く
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
一
休
み
す
る
よ
う
に
な
っ
た

歩
い
て
い
る
と
き
に
一
休
み
す
る

　
　
　
　
　
　
間
隔
が
短
く
な
っ
て
き
た

足
の
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
が
治
り
に
く
い

動脈内にコレステロールなどがたま
り、血管が細くなったり（狭窄）、詰
まったり（閉塞）することを動脈硬化
といいます。動脈硬化が原因で主
に下肢（足）の血流障害が起きてい
る状態を「閉塞性動脈硬化症」とい
います（図1）。血液の流れが悪くな
るため、足に栄養や十分な酸素を
送ることができなくなるため、さまざま
な障害が現れます。

足
先
が
冷
た
く
し
び
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

知らない間に少しずつ進行…

閉塞性動脈硬化症は、進行性の疾患であり、症状の進行は4段階に分けられます。

閉塞性動脈硬化症かも…
と思ったら早期受診を！

　少し前から足が冷たく感じる、足の傷が治りにく
いと感じている方は、早期に医療機関への受診
をおすすめします。もしかしたら一過性の冷えか、
もう少し経過すれば治癒する傷かも知れません。
ですが、閉塞性動脈硬化症であった場合、早期
診断・早期治療が重要になります。

もし閉塞性動脈硬化症だったら…

　ABI検査などで閉塞性動脈硬化症と診断されたら、疾患の進
行度、症状、血流障害が起きている部位などを確認し、適切な
処置が行われます。基本的な治療は運動療法や薬物療法です
が、さらに進行している場合には血管内治療などが選択される
こともあります。

足に冷感・しびれ感：
足先が冷たく感じる、
しびれることがありま
す。初期のため症状に
気づきにくいこともあり
ます。

ここまで進 行すると
じっとしていても足が
痛み、夜も痛みで眠れ
なくなり、日常生活に
支障をきたすようにな
ります。

段階
1

段階
3

段階
2

段階
4

一定の距離を歩くと、
足に痛みを感じ歩けな
くなるが、少し休むと、
また歩けるようになる
間欠性跛行という症
状が現れます。

かん  けつ  せい   は   こう

間欠性跛行
かん けつ せい  は  こう

無症状

両腕と両足の血圧を同時に測
り、比率を出す検査をABI検査と
いいます。通常は、腕より足の血
圧の方が高いので、1.0以上が
正常となりますが、足の血流に異
常があると1.0未満となり、特に
0.9未満では閉塞性動脈硬化症
の可能性が高くなります。

かい よう え　し

潰瘍・壊死

ABI検査
（上腕・足関節血圧比測定）

とう つう

安静時疼痛

最も進行すると、血液が届き
にくくなった足先に治りの悪
い化膿した傷（潰瘍）ができ
たり、足先に血流が全く流れ
なくなった場合足先が腐っ
てしまう（壊死）こともあり、最
悪の場合、足を切断しなけ
ればならないこともあります。

かい  よう

え      し

閉塞性動脈硬化
症を診断するため
にこんな検査が
あります。

太ももの付け根などから血管が狭くなっている部分や詰まっている
部分までカテーテルという細い管を挿入します。管の先につけたバ
ルーンで血管を広げたり、ステントという金属製の網目状の筒を留
置することにより、血流を回復させる治療です。

血行再建術　血管内治療

血行再建術　バイパス術
血管が詰まっている部
分の上下に、自分の静
脈や人工血管など別の
血管をつないで新しい
血液の通り道（バイパ
ス）をつくる治療です。

プラーク

ステント

閉塞性動脈硬化症による傷

画像提供：カネカメディックス

閉塞性動脈硬化症とは…
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かかりつけ医は
お持ちですか？

か
か
り
つ
け
医
の

さ
ら
な
る
普
及
を
め
ざ
し
て

長
野
市
民
病
院
は
、地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、か
か
り
つ
け
医
と
の
機
能
分
担
と
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
月
24
日
、長
野
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、長
野
市 

東
部
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
か
か
り
つ
け
医
普
及
啓
発
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。長
野
市
医
師
会
の
堀
越
正
二
郎
先
生
を
迎
え
、

市
民
の
方
々
に
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　か
か
り
つ
け
医
の
定
義
を
調
べ
て
み
る

と
、「
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、
最
新
の

医
療
情
報
に
熟
知
し
て
、
必
要
な
時
に
は

専
門
医
・
専
門
医
療
機
関
を
紹
介
で
き
、

身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、

福
祉
を
担
う
総
合
的
な
能
力
を
有
す
る

医
師
」と
あ
り
ま
す
。「
な
ん
で
も
相
談
」と

あ
る
よ
う
に
、自
分
の
体
調
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
体
調
も
相
談
し
て
い
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
か
か
り
つ
け
医
の
機
能
と
し
て

「
日
常
的
な
医
学
管
理
と
重
症
化
の
予

防
」「
専
門
医
療
機
関
等
と
の
連
携
」「
在

宅
療
養
支
援
・
介
護
と
の
連
携
（
在
宅
医

療
・
訪
問
診
療
・
往
診
か
ら
看
取
り
ま
で
）」

が
三
本
柱
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
て
薬

を
10
〜
20
種
類
近
く
服
用
し
て
い
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
全
て
の
薬
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
優
先
度
が
低
い

の
で
減
ら
し
て
も
大
丈
夫
と
い
う
薬
や
、

飲
み
忘
れ
が
あ
る
の
で
抜
い
て
ほ
し
い
と

い
う
薬
の
相
談
が
で
き
ま
す
。ま
た
専
門

医
療
機
関
等
と
は
「
紹
介
」
と
い
う
形
で

「
か
か
り
つ
け
医
」と
は

連
携
し
て
い
ま
す
。最
近
は
在
宅
療
養
支

援
・
介
護
と
の
連
携
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　以
前
と
違
い
、
人
生
の
最
期
は
人
間
ら

し
く
自
宅
で
過
ご
し
た
い
と
希
望
さ
れ

る
人
が
増
え
、
ま
た
医
療
者
側
も
治
療
効

果
が
望
め
な
い
場
合
、
自
然
な
最
期
を
迎

え
る
方
が
人
間
的
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
か
か
り
つ
け
医
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　か
か
り
つ
け
医
に
診
察
し
て
も
ら
う

際
、
ご
自
身
の
体
調
や
来
院
し
た
理
由
を

メ
モ
に
整
理
し
て
持
参
し
て
い
た
だ
く

と
、効
率
よ
く
受
診
で
き
ま
す
。メ
モ
の
内

容
と
し
て
は

　①
い
つ
か
ら
②
ど
ん
な

症
状
が
③
ど
ん
な
ふ
う
に
④
ど
ん
な
こ

と
が
き
っ
か
け
で
⑤
ど
の
く
ら
い
続
い
て

い
る
か
⑥
そ
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
不
安
な
こ
と
⑦
こ
れ
ま
で
に
か
か
っ

た
病
名
⑧
今
の
治
療
、
飲
ん
で
い
る
薬
な

ど
の
項
目
を
準
備
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
。

　ご
自
身
の
今
の
病
状
や
治
療
法
に
関

す
る
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ「
か

か
り
つ
け
医
」に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
モ
の
ご
用
意
を

堀越 正二郎 先生
ほりこし しょう じ ろう

長野市医師会
安茂里堀越内科クリニック院長

長野市民病院の
地域医療連携キャラクター

すまいリン
すまいる（笑顔）
すまい（住まい中心のケア）

リンク（つながり・連携）
リング（地域の環）

+

いろいろ教えてくれて

ありがとう !!

漫画とQ&A形式でかかりつけ
医の必要性や医師に体調につい
て伝える際のポイントなどをわ
かりやすく紹介しています。

このページでは、かかりつ
け医から病院の先生へ紹介
された時の流れ（病診連携）
を見開きで紹介しています。

長野市民病院では、講演会に合わせ、当院地域医療

連携キャラクター「すまいリン」がかかりつけ医につい

て紹介した冊子「上手なお医者さんへのかかり方　

～かかりつけ医をもちましょう～」を発行しました。

長野市民病院のエントランスホールなどにあります

ので、どうぞお手にとってご覧ください。
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救
急
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
10
年
を
経
て

　
救
急
セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
、
救
急
科
医

師
は
私
1
人
だ
け
で
し
た
。
救
急
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
、
救
急
初
期
診
療
を
行
い
、

患
者
さ
ん
に
入
院
加
療
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
担
当
科
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
仕

事
で
、
そ
の
後
の
入
院
加
療
に
は
関
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
救
急
科
医
師
は
4
名
お
り
、
多
発

外
傷
や
薬
物
中
毒
、
特
殊
な
感
染
症
、
複

数
の
診
療
科
に
わ
た
る
重
篤
な
救
急
患
者

さ
ん
を
救
急
科
医
師
が
中
心
に
な
っ
て
入

院
加
療
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
病
院
全
体
の
医
療
の
質

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
必
要
に
応
じ
救
急
科
医

師
の
バ
ッ
ク
に
は
各
診
療
科
の
専
門
医
が

控
え
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

救
急
科
医
と
し
て
の
経
験
か
ら

　
救
急
セ
ン
タ
ー
と
聞
く
と
、
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
を
診
る
と
こ
ろ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
当
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー
は

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
患
者
さ
ん
も
受
け
入
れ
て

い
ま
す
（
図
１
）。

　
長
く
救
急
科
医
師
と
し
て
勤
務
し
て
き

た
中
で
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
患
者
さ
ん
の
中

に
も
ご
自
身
で
は
軽
症
と
思
い
受
診
し
た

が
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
初
期
症
状
だ
っ

た
と
い
う
方
を
多
く
診
て
き
ま
し
た
。
中

に
は
、
ご
自
身
で
来
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、

車
で
移
動
中
に
心
臓
が
停
止
し
残
念
な
が

ら
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
経
験

し
て
い
ま
す
。

　
軽
い
症
状
だ
と
思
っ
て
も
、
突
然
の
胸

痛
、
頭
痛
、
手
足
の
ま
ひ
な
ど
の
場
合
、

重
症
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
で
受
診
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
自
身
で
の
車
の
運
転
を
控
え

る
こ
と
が
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
救
急
科
医
師
と
し
て
の
経
験
か
ら

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

さ
ら
な
る
高
み
へ

　
救
急
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
10
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
け
、

さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、
昨
年
9
月
よ
り
運
用
が
始

ま
っ
た
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
体

制
の
強
化
で
す
。
救
急
隊
の
派
遣
の
回
数

を
増
や
す
こ
と
や
医
師
が
救
急
車
に
同
乗

し
、
現
場
に
向
か
う
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
し

て
の
運
用
も
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
2
つ
目

は
、
院
内
の
医
療
体
制
を
さ
ら
に
整
え
、

厚
生
労
働
省
の
要
件
を
満
た
す
地
域
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
取
得
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
3
つ
目
は
、
個
人
的
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
後
進
の
医
師
に
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
伝
え
て
い
き
、
質
の
高
い
救

急
医
療
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　平成20年 4月 1日に開設した救急センターの今も変わらない基
本姿勢。長野県北信地域の救急医療を支える基幹病院として、院
内はもちろん他の医療機関や救急隊と
密接な連携を図っています。

坂口 治
さかぐち　おさむ

長野市民病院　救急科部長
救急センター長
四肢外傷・機能再建センター科長
日本救急医学会救急科専門医
日本プライマリ･ケア連合学会指導医
日本外科学会外科専門医
日本体育協会公認スポーツドクター
信州大学医学部臨床教授

救急患者さんを断らない
24時間 日365‶ ”

長野市民病院 救急センター

緊急処置・診断・初期治療

急に具合が悪くなった帰宅

入院 重症患者が発生

ウォークイン
　自力で救急センター
　を受診
　（紹介状は不要）

救急車・ドクターヘリによる搬送

後日、
専門科医師の外来
もしくは
かかりつけ医を
受診

専門科による
診療

診察前に患者さんの症状をうかがい、病気やけがの緊急度を判断し、
診察や治療の優先順位を決めること。
そのため、診察や治療の順序が前後することがある。

救急科医師
看護師
放射線技師
臨床検査技師
薬剤師
などの医療スタッフ

院内トリアージ

24時間 日 対応365‶ ”

長野市民病院 救急センター

（図１）
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セ
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受
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入
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療
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。
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隊
の
派
遣
の
回
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を
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こ
と
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が
救
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に
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し
、
現
場
に
向
か
う
ド
ク
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カ
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と
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て
の
運
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も
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い
ま
す
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つ
目
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、
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の
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を
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に
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、
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の
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地
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の
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ま
す
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目
は
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と
で
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進
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に
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で
の
経
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を
伝
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き
、
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の
高
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を
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い
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ま
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後日、
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もしくは
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｢がん登録｣とは、がんで病院を受診した方の情報を集め、
統計をとることで、これからのがん治療に役立てようという目的で、全国で行っている取り組みです。
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長野県がん診療連携拠点病院別
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所在地／長野市若里6-3-6
TEL／026-228-8155
診療時間／
平日：AM 9：00～12：00
 PM 2：30～ 5：00

［休診］火曜PM・土曜PM・日曜日・祝日・年末年始
※予め予約が必要となる場合がございますので
　病院HPでご確認いただくか、お電話にてお問い合わせください。

中澤ウィメンズライフクリニック

W
E
B
予
約
で
待
ち
時
間
を
短
く

　平
成
21
年
9
月
に
開
院
し
た
中
澤
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
院
長
の
中

澤
学
先
生
は
、
女
性
の
た
め
の
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
、
日
々
患
者
さ
ん
と
丁
寧
に

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。社
会
保
健
セ
ン
タ
ー

を
改
築
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
4
階
建
て
で
、

3
階
の
入
院
病
棟
か
ら
は
き
れ
い
な
景
色

が
望
め
ま
す
。
ま
た
4
月
末
に
は
ロ
ビ
ー

の
改
装
が
完
了
し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
過
ご
し
や
す
い
空
間
に
な
る
予
定
で

す
。
患
者
さ
ん
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
周
辺
地
域

の
他
、
北
は
飯
山
市
や
山
ノ
内
町
、
南
は

上
田
市
方
面
か
ら
来
院
さ
れ
て
お
り
、
長

時
間
の
待
ち
時
間
や
混
雑
解
消
の
た
め
に

W
E
B
予
約
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　「W
E
B
予
約
を
す
る
と
、
診
察
予
定
時

間
の
30
分
〜
1
時
間
ぐ
ら
い
前
に
予
約
者

へ
『
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
』
が
届
き
ま
す
。

こ
の
メ
ー
ル
が
届
い
て
か
ら
来
院
し
て
い

た
だ
く
と
、
院
内
で
の
待
ち
時
間
が
短
く

済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
診

察
時
間
が
遅
れ
て
い
て
も
、
そ
の
遅
れ
た

時
間
を
考
慮
し
て
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
と
い
う
便
利
な
機
能
で
す
」

患
者
さ
ん
の
「
人
生
」
を
診
る

　広
々
と
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
出
産
を
控
え
た
妊
婦
さ

ん
を
対
象
に
母
親
学
級
を
開
く
他
、
月
1

回
ピ
ア
ノ
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
会
を

開
く
な
ど
、
子
ど
も
の
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
幅
広
い
活
動
は
、

「
中
澤
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
い
う
名
称
か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　「当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
『
ラ
イ
フ
』
と
い

う
言
葉
が
入
っ
て
い
ま
す
。『
ラ
イ
フ
』
に

は
『
人
生
』
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、

そ
の
方
の
生
涯
を
診
察
さ
せ
て
い
た
だ
く

気
持
ち
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
来
院
さ
れ

た
方
に
は
笑
顔
で
温
か
く
接
す
る
よ
う
心

が
け
、
ま
た
不
審
者
対
策
訓
練
も
行
う
こ

と
で
、
院
内
全
体
が
安
心
・
安
全
な
場
所

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
、
他
の
先
生
方
や
大
き

な
医
療
機
関
を
含
め
て
お
互
い
に
助
け
合

え
る
存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

院長  中澤 学先生
なか  ざわ　 まなぶ

登録医紹介

中澤ウィメンズ
ライフクリニック

がん登録から見える
　長野市民病院のがん診療

［長野市若里 ］  ● 産科、婦人科、乳腺・内分泌外科

1ご家族も一緒に過ごせるスイートルーム
2ピアノがある多目的ホール
　スタジオ「カンパニュラ」
3レストランスペース「グレイス」
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信越本線

長野駅

若里公園
●

●ビッグハット

信大工学部●

若里郵便局●

北市

あ
ず
ま
通
り

中澤ウィメンズライフクリニック

荒井 ゆかり
あらい　ゆかり

経営企画室　企画課係長
診療情報管理チーム
診療情報管理士

西村 秀紀
にしむら　ひでき

長野市民病院　副院長
がんセンター長
呼吸器外科・乳腺外科部長

がん登録件数
がんの増加はさまざまなメディアで取り上 
げられていますが、当院のがん登録件数
も年々増加しており、長野県内でも上位
の登録件数となっています（右のグラフを
ご参照ください）。 
男女別の割合では、男性が約 60%を占
めており、全国と比較すると5 ポイントほ
ど男性が多くなっています。

登録されたがんの部位別割合
2015年の部位別がん登録割合を、全国
のがん診療連携拠点病院全体と当院と
で比較してみました。
当院では前立腺の割合がかなり高いこと
がわかります。また、婦人科系（子宮体部・

子宮頸部・卵巣）のがんもやや高い割合
となっています。 このようにがん診療連携
拠点病院では、多種類のがんについて診
療を行うことや施設の特性を活かした高
度・良質のがん診療を行っています。

がんの診断、治療に加えて、がん予
防の啓発活動や研究にも力を入れ
て取り組んでいます。そして、多職種
によるチーム医療によって患者さん
一人一人が直面する悩みにも寄り
添いながら、切れ目のない診療を
行っております。
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全国の拠点病院

※各グラフデータ出典：国立がん研究センターがん情報サービス
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｢がん登録｣とは、がんで病院を受診した方の情報を集め、
統計をとることで、これからのがん治療に役立てようという目的で、全国で行っている取り組みです。
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所在地／長野市若里6-3-6
TEL／026-228-8155
診療時間／
平日：AM 9：00～12：00
 PM 2：30～ 5：00

［休診］火曜PM・土曜PM・日曜日・祝日・年末年始
※予め予約が必要となる場合がございますので
　病院HPでご確認いただくか、お電話にてお問い合わせください。

中澤ウィメンズライフクリニック

W
E
B
予
約
で
待
ち
時
間
を
短
く

　平
成
21
年
9
月
に
開
院
し
た
中
澤
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
院
長
の
中

澤
学
先
生
は
、
女
性
の
た
め
の
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
、
日
々
患
者
さ
ん
と
丁
寧
に

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。社
会
保
健
セ
ン
タ
ー

を
改
築
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
4
階
建
て
で
、

3
階
の
入
院
病
棟
か
ら
は
き
れ
い
な
景
色

が
望
め
ま
す
。
ま
た
4
月
末
に
は
ロ
ビ
ー

の
改
装
が
完
了
し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
過
ご
し
や
す
い
空
間
に
な
る
予
定
で

す
。
患
者
さ
ん
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
周
辺
地
域

の
他
、
北
は
飯
山
市
や
山
ノ
内
町
、
南
は

上
田
市
方
面
か
ら
来
院
さ
れ
て
お
り
、
長

時
間
の
待
ち
時
間
や
混
雑
解
消
の
た
め
に

W
E
B
予
約
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　「W
E
B
予
約
を
す
る
と
、
診
察
予
定
時

間
の
30
分
〜
1
時
間
ぐ
ら
い
前
に
予
約
者

へ
『
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
』
が
届
き
ま
す
。

こ
の
メ
ー
ル
が
届
い
て
か
ら
来
院
し
て
い

た
だ
く
と
、
院
内
で
の
待
ち
時
間
が
短
く

済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
診

察
時
間
が
遅
れ
て
い
て
も
、
そ
の
遅
れ
た

時
間
を
考
慮
し
て
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
と
い
う
便
利
な
機
能
で
す
」

患
者
さ
ん
の
「
人
生
」
を
診
る

　広
々
と
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
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控
え
た
妊
婦
さ

ん
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開
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他
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1
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ピ
ア
ノ
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
会
を

開
く
な
ど
、
子
ど
も
の
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
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の
幅
広
い
活
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「
中
澤
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
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い
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間
見
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こ
と
が
で

き
ま
す
。
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葉
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あ
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診
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た
だ
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し
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ま
す
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さ
れ

た
方
に
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か
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す
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よ
う
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け
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な
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げられていますが、当院のがん登録件数
も年々増加しており、長野県内でも上位
の登録件数となっています（右のグラフを
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男女別の割合では、男性が約 60%を占
めており、全国と比較すると5 ポイントほ
ど男性が多くなっています。

登録されたがんの部位別割合
2015年の部位別がん登録割合を、全国
のがん診療連携拠点病院全体と当院と
で比較してみました。
当院では前立腺の割合がかなり高いこと
がわかります。また、婦人科系（子宮体部・

子宮頸部・卵巣）のがんもやや高い割合
となっています。 このようにがん診療連携
拠点病院では、多種類のがんについて診
療を行うことや施設の特性を活かした高
度・良質のがん診療を行っています。

がんの診断、治療に加えて、がん予
防の啓発活動や研究にも力を入れ
て取り組んでいます。そして、多職種
によるチーム医療によって患者さん
一人一人が直面する悩みにも寄り
添いながら、切れ目のない診療を
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H O S P I T A L  I N F O R M A T I O NH O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

この部分に検査値が
記載されるようになります。

●アクセス
■公共交通機関をご利用の場合

【JR長野駅から電車】
しなの鉄道北しなの線に乗換え10分 三
才駅下車 長野電鉄バス（三才線）バス
停「三才駅（県道）」乗車10分
長野電鉄（長野線）に乗換え15分 柳原
駅下車
柳原駅より徒歩15分、もしくは長野電
鉄バス（平林線）バス停「柳原駅」乗車５
分、もしくは長野市乗合タクシー（長沼
線）バス停「柳原駅」乗車5分

【JR長野駅からバス】
善光寺口（西口）より長野電鉄バス（の
りば⑤平林線 もしくは のりば⑥三才
線）で長野市民病院前下車

【しなの鉄道北長野駅からバス】
長野東北市街地循環バス「東北ぐるり
ん号」で15分

信州中野IC

至松本・東京

屋島橋

千
曲
川

須坂・長野東IC
至上田・松本

至
須
坂
市
内

至
須
坂
市
街

長
野
駅

し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線

三
才
駅

至上越至上越

東北中学校

木工団地

ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン

村山橋

市役所

長野東局

古牧小学校
県庁

善光寺 運動公園
長野
電鉄 柳原駅柳原駅

東部
保健センター

インター
降りて直進

柳原局

柳原駅入口
柳原北

村山北

大町

村山町

新百々川橋

長野市民
病院東

柳原
（歩道橋あり）

柳原小学校

長野市民病院

Ｎ

18

18

408

み
な
さ
ま
の
声

VOICE　長
野
市
民
病
院
で
は
、
外
来
・
入
院
の
患
者
さ
ん
、
お
見

舞
い
な
ど
で
来
院
さ
れ
た
方
か
ら
病
院
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に
こ
の
広
報
誌
の
中
で
ご
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
お
り
身

障
者
用
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
時
折
満
車
で
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
か
対
策
を

考
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
障
が
い
者
用
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
答

え
、
新
た
に
10
台
分
を
増
設
し
、
合
計

21
台
分
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ま
に
は
、
障
が
い
者
用
駐
車
場
は
移
動

に
配
慮
を
要
す
る
方
々
が
優
先
で
あ
る

事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
案
内

し
、
駐
車
場
巡
視
、
誘
導
等
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

外
来
患
者
さ
ん

施
設
管
理
課
長

ご意見お答え

お問い合わせ：長野市民病院　財務課　TEL.026-295-1199（代表）

長
野
市
民
病
院
に
対
す
る

寄
附
へ
の
お
礼

　平
成
29
年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
長
野
市
民
病
院

へ
貴
重
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
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久 

様

工
藤
　忠
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様

公
益
社
団
法
人 

生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
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様

竹
前
　紀
樹 

様

長
谷
川
　明
扇 

様

有
限
会
社
　跡
部
工
業
所 

様

　こ
の
他
、
多
く
の
方
々

か
ら
も
貴
重
な
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　い
た
だ
き
ま
し
た
ご

寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
、
人
材
育
成
や
医

療
機
器
の
整
備
な
ど
病

院
機
能
の
強
化
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
院
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
医
療
を
通

し
て
市
民
・
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
た
め
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第12回 病院祭
長野市民病院

入場
無料2018

9：30～15：00
６ 9 土

申込等は不要です。ご自由にお越しください。
長野市民病院場 所

その他にも楽しいイベントや各種体験が盛りだくさん!!

●管理栄養士による栄養相談
●お菓子分包体験
●手洗い体験
●コメディーパフォーマンス
●キッズコーナー
●合唱発表（古里小）

●脂肪肝チェック
●潤いプルプルスキンケア
●「放射線を見てみよう」実験コーナー
●セラピードッグとのふれあい体験
●がん・すまいるサロン

●QRコードを探そう（スタンプラリー）
●施設見学ツアー
●フリーマーケット
●長野市農業公社農産物販売
●各種お食事、軽食コーナー

国立循環器病研究センター 臨床栄養部 栄養管理室長 兼 かるしお事業推進室 副室長

「足は第２の心臓」
長野市民病院　フットケアセンター長　三浦 崇

「この検査で足を守る ～ABIと血管超音波～」
長野市民病院　臨床検査科　臨床検査技師　栗原 真由子

「傷の再発はさせない ～私はこうやって傷を予防する～」
長野市民病院　看護部　糖尿病看護認定看護師　清水 敬子

特別講演会 14：00～15：00
（会議室4・5・6）

テーマ 「足を守る」

平野 和保先生 講演会 テーマ 「おいしい適塩食で健康長寿」

11：00～12：00
（会議室4・5・6）第33回市民健康講座

写真は「信州づくしヘルシー減塩定食」
当院レストランで提供しています。

※詳細は後日HPやパンフレットで公開します。イベントは変更になる場合があります。

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

緊
急
の
場
合
の

受
診
方
法
に
つ
い
て

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ケ

ガ
を
し
た
時
で
も
、
紹
介
状
は
必

要
で
す
か
？

　当
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
緊
急
を

要
す
る
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この部分に検査値が
記載されるようになります。

●アクセス
■公共交通機関をご利用の場合

【JR長野駅から電車】
しなの鉄道北しなの線に乗換え10分 三
才駅下車 長野電鉄バス（三才線）バス
停「三才駅（県道）」乗車10分
長野電鉄（長野線）に乗換え15分 柳原
駅下車
柳原駅より徒歩15分、もしくは長野電
鉄バス（平林線）バス停「柳原駅」乗車５
分、もしくは長野市乗合タクシー（長沼
線）バス停「柳原駅」乗車5分

【JR長野駅からバス】
善光寺口（西口）より長野電鉄バス（の
りば⑤平林線 もしくは のりば⑥三才
線）で長野市民病院前下車

【しなの鉄道北長野駅からバス】
長野東北市街地循環バス「東北ぐるり
ん号」で15分
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な
さ
ま
の
声

VOICE　長
野
市
民
病
院
で
は
、
外
来
・
入
院
の
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者
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ん
、
お
見

舞
い
な
ど
で
来
院
さ
れ
た
方
か
ら
病
院
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に
こ
の
広
報
誌
の
中
で
ご
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
お
り
身

障
者
用
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
時
折
満
車
で
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
か
対
策
を

考
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
障
が
い
者
用
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
答

え
、
新
た
に
10
台
分
を
増
設
し
、
合
計

21
台
分
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ま
に
は
、
障
が
い
者
用
駐
車
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は
移
動

に
配
慮
を
要
す
る
方
々
が
優
先
で
あ
る

事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
案
内

し
、
駐
車
場
巡
視
、
誘
導
等
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

外
来
患
者
さ
ん

施
設
管
理
課
長

ご意見お答え

お問い合わせ：長野市民病院　財務課　TEL.026-295-1199（代表）

長
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病
院
に
対
す
る

寄
附
へ
の
お
礼

　平
成
29
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も
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の
方
々
か
ら
長
野
市
民
病
院

へ
貴
重
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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他
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附
を
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だ
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た
だ
き
ま
し
た
ご
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ま
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は
、

地
域
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
、
人
材
育
成
や
医

療
機
器
の
整
備
な
ど
病

院
機
能
の
強
化
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
院
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
医
療
を
通

し
て
市
民
・
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
た
め
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第12回 病院祭
長野市民病院

入場
無料2018

9：30～15：00
６ 9 土

申込等は不要です。ご自由にお越しください。
長野市民病院場 所

その他にも楽しいイベントや各種体験が盛りだくさん!!

●管理栄養士による栄養相談
●お菓子分包体験
●手洗い体験
●コメディーパフォーマンス
●キッズコーナー
●合唱発表（古里小）

●脂肪肝チェック
●潤いプルプルスキンケア
●「放射線を見てみよう」実験コーナー
●セラピードッグとのふれあい体験
●がん・すまいるサロン

●QRコードを探そう（スタンプラリー）
●施設見学ツアー
●フリーマーケット
●長野市農業公社農産物販売
●各種お食事、軽食コーナー

国立循環器病研究センター 臨床栄養部 栄養管理室長 兼 かるしお事業推進室 副室長

「足は第２の心臓」
長野市民病院　フットケアセンター長　三浦 崇

「この検査で足を守る ～ABIと血管超音波～」
長野市民病院　臨床検査科　臨床検査技師　栗原 真由子

「傷の再発はさせない ～私はこうやって傷を予防する～」
長野市民病院　看護部　糖尿病看護認定看護師　清水 敬子

特別講演会 14：00～15：00
（会議室4・5・6）

テーマ 「足を守る」

平野 和保先生 講演会 テーマ 「おいしい適塩食で健康長寿」

11：00～12：00
（会議室4・5・6）第33回市民健康講座

写真は「信州づくしヘルシー減塩定食」
当院レストランで提供しています。

※詳細は後日HPやパンフレットで公開します。イベントは変更になる場合があります。

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

緊
急
の
場
合
の

受
診
方
法
に
つ
い
て

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ケ

ガ
を
し
た
時
で
も
、
紹
介
状
は
必

要
で
す
か
？

　当
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
緊
急
を

要
す
る
症
状
の
場
合
、
24
時
間
3
6
5

日
紹
介
状
や
予
約
が
な
く
て
も
受
診
い

た
だ
け
ま
す
。

　来
院
時
に
は
、
診
察
券
、
保
険
証
、

お
薬
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

●
毎
日 

19
：
00
〜
翌
6
：
00 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
2
9
1（
長
野
市

民
病
院
・
医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー
直
通
）

●
右
記
以
外
の
時
間
帯 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
1
9
9（
代
表
）

QA

1314



H O S P I T A L  I N F O R M A T I O NH O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

この部分に検査値が
記載されるようになります。
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記載されるようになります。

●アクセス
■公共交通機関をご利用の場合

【JR長野駅から電車】
しなの鉄道北しなの線に乗換え10分 三
才駅下車 長野電鉄バス（三才線）バス
停「三才駅（県道）」乗車10分
長野電鉄（長野線）に乗換え15分 柳原
駅下車
柳原駅より徒歩15分、もしくは長野電
鉄バス（平林線）バス停「柳原駅」乗車５
分、もしくは長野市乗合タクシー（長沼
線）バス停「柳原駅」乗車5分

【JR長野駅からバス】
善光寺口（西口）より長野電鉄バス（の
りば⑤平林線 もしくは のりば⑥三才
線）で長野市民病院前下車

【しなの鉄道北長野駅からバス】
長野東北市街地循環バス「東北ぐるり
ん号」で15分

信州中野IC

至松本・東京

屋島橋

千
曲
川

須坂・長野東IC
至上田・松本

至
須
坂
市
内

至
須
坂
市
街

長
野
駅

し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線

三
才
駅

至上越至上越

東北中学校

木工団地

ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン

村山橋

市役所

長野東局

古牧小学校
県庁

善光寺 運動公園
長野
電鉄 柳原駅柳原駅

東部
保健センター

インター
降りて直進

柳原局

柳原駅入口
柳原北

村山北

大町

村山町

新百々川橋

長野市民
病院東

柳原
（歩道橋あり）

柳原小学校

長野市民病院

Ｎ

18

18

408

み
な
さ
ま
の
声

VOICE　長
野
市
民
病
院
で
は
、
外
来
・
入
院
の
患
者
さ
ん
、
お
見

舞
い
な
ど
で
来
院
さ
れ
た
方
か
ら
病
院
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
部
で
は

あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に
こ
の
広
報
誌
の
中
で
ご
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
お
り
身

障
者
用
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
時
折
満
車
で
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
か
対
策
を

考
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
障
が
い
者
用
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
答

え
、
新
た
に
10
台
分
を
増
設
し
、
合
計

21
台
分
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ま
に
は
、
障
が
い
者
用
駐
車
場
は
移
動

に
配
慮
を
要
す
る
方
々
が
優
先
で
あ
る

事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
案
内

し
、
駐
車
場
巡
視
、
誘
導
等
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

外
来
患
者
さ
ん

施
設
管
理
課
長

ご意見お答え

お問い合わせ：長野市民病院　財務課　TEL.026-295-1199（代表）

長
野
市
民
病
院
に
対
す
る

寄
附
へ
の
お
礼

　平
成
29
年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら
長
野
市
民
病
院

へ
貴
重
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
　本
久 
様

工
藤
　忠
利 

様

公
益
社
団
法
人 

生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会 

様

竹
前
　紀
樹 

様

長
谷
川
　明
扇 

様

有
限
会
社
　跡
部
工
業
所 

様

　こ
の
他
、
多
く
の
方
々

か
ら
も
貴
重
な
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　い
た
だ
き
ま
し
た
ご

寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
、
人
材
育
成
や
医

療
機
器
の
整
備
な
ど
病

院
機
能
の
強
化
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
院
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
医
療
を
通

し
て
市
民
・
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
た
め
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第12回 病院祭
長野市民病院

入場
無料2018

9：30～15：00
６ 9 土

申込等は不要です。ご自由にお越しください。
長野市民病院場 所

その他にも楽しいイベントや各種体験が盛りだくさん!!

●管理栄養士による栄養相談
●お菓子分包体験
●手洗い体験
●コメディーパフォーマンス
●キッズコーナー
●合唱発表（古里小）

●脂肪肝チェック
●潤いプルプルスキンケア
●「放射線を見てみよう」実験コーナー
●セラピードッグとのふれあい体験
●がん・すまいるサロン

●QRコードを探そう（スタンプラリー）
●施設見学ツアー
●フリーマーケット
●長野市農業公社農産物販売
●各種お食事、軽食コーナー

国立循環器病研究センター 臨床栄養部 栄養管理室長 兼 かるしお事業推進室 副室長

「足は第２の心臓」
長野市民病院　フットケアセンター長　三浦 崇

「この検査で足を守る ～ABIと血管超音波～」
長野市民病院　臨床検査科　臨床検査技師　栗原 真由子

「傷の再発はさせない ～私はこうやって傷を予防する～」
長野市民病院　看護部　糖尿病看護認定看護師　清水 敬子

特別講演会 14：00～15：00
（会議室4・5・6）

テーマ 「足を守る」

平野 和保先生 講演会 テーマ 「おいしい適塩食で健康長寿」

11：00～12：00
（会議室4・5・6）第33回市民健康講座

写真は「信州づくしヘルシー減塩定食」
当院レストランで提供しています。

※詳細は後日HPやパンフレットで公開します。イベントは変更になる場合があります。

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

緊
急
の
場
合
の

受
診
方
法
に
つ
い
て

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ケ

ガ
を
し
た
時
で
も
、
紹
介
状
は
必

要
で
す
か
？

　当
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
緊
急
を

要
す
る
症
状
の
場
合
、
24
時
間
3
6
5

日
紹
介
状
や
予
約
が
な
く
て
も
受
診
い

た
だ
け
ま
す
。

　来
院
時
に
は
、
診
察
券
、
保
険
証
、

お
薬
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

●
毎
日 

19
：
00
〜
翌
6
：
00 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
2
9
1（
長
野
市

民
病
院
・
医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー
直
通
）

●
右
記
以
外
の
時
間
帯 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
1
9
9（
代
表
）
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使命

長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　◇：午前のみ　☆：午後のみ　▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　

■：第１・３・５週　□：第２・４週　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

村田　　浩村田　　浩

新川　一樹 片山　延哉 新川　一樹

南澤　育雄

片山　延哉 新川　一樹

休診

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

－　　　
－　　　

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔
－　　　

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

－　　　

○古谷野靖博
◆宗像　康博

－　　　
－　　　

○関野　　康
○関　　仁誌

－　　　
－　　　

○吉池　文明
■平井　一也
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○丸野　崇志

－　　　

○滝澤　秀典
－　　　
－　　　

吉池　文明
○平井　一也

－　　　

○後藤　憲彦
　  丸野　崇志

－　　　

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

－　　　

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕
－　　　

○渡邉　貴子
－　　　

渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕
－　　　

○持留　智昭
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆犬井　啓太

○掛川　哲司
－　　　

○◇犬井　啓太
－　　　

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇
－　　　
－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

－　　　

◇齊藤　博美
○◇原　　大地

藤森　尚之
－　　　
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介
－　　　
－　　　

○齊藤　博美
北畠　央之

◇髙橋　芳之
☆加古　里子

－　　　

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆原　　大地

○◇加古　里子

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀

○中原　　孝☆中原　　孝
（第２・3・４・5週）　　

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
－　　　

加藤　晴朗
山本　哲平

－　　

加藤　晴朗
飯島　和芳

－　　　

塩﨑　政史
飯島　和芳
山本　哲平

小口　智彦
羽場　知己

－　　

■小口　智彦
□羽場　知己
◆加藤　晴朗

○成松　　巌
○相阪　哲也

○風間　　淳
－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

○酒井　洋徳
○草深　佑児

－　　　

山本　寛二
○近藤　恭史

○◇佐近　普子
◇森　　　篤

－　　　

◇村中　　愛
○森　　　篤
☆井吹　ゆき

◇佐近　普子
○◇西澤千津恵

－　　　

◇西澤千津恵
○井吹　ゆき

－　　　

田澤　浩一
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○非常勤医師（信州大学）
☆酒井　洋徳

－　　　

○酒井　洋徳
○篠原　　潤

－　　

○篠原　　潤
○☆酒井　洋徳

☆草深　佑児

○草深　佑児
☆篠原　　潤

－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

松下　大秀 ○橋田　　巌 松下　大秀 休診

休診

休診休診 ☆住　　昌彦

休診

休診

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範休診

休診

休診

○◇佐近　普子
－　　　
－　　　

◇市川　貴規 休診 休診

休診 休診

休診 休診◎◇中島麻里子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

休診 休診

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳
－　　　

○風間　　淳
－　　　

○草野　義和
中村　卓也

－　　　

■竹前　紀樹
□草野　義和
○脳外科医師

○脳外科医師
兒玉　邦彦

－　　　

草野　義和
○兒玉　邦彦

－　　　

○滝　　建志
成松　　巌

○成松　　巌
滝　　建志

○成松　　巌
滝　　建志

○滝　　建志
成松　　巌

○藤澤多佳子
小松　幸子

▲松田　　智
藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆藍葉宗一郎

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
小松　幸子

○松田　　智
－　　　

休診

診療科 月 火 水 木 金

血 液 内 科

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

休診 休診 休診休診（フットケアセンター）

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（ 膠 原 病 外 来 ）
休診 休診 休診休診（ リ ウ マ チ 科 ）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯 科 ／ 歯 科 口 腔 外 科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（ 脳 血 管 内 治 療 科 ）

放 射 線 治 療 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

心 臓 血 管 外 科

○脳外科医師（交替制）
－
－

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／
卒後臨床研修評価認定病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1　TEL.026-295-1199（代表）　FAX.026-295-1148

TEL.026-295-1291（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）

毎日19：00～翌6：00

上記以外の時間帯 TEL.026-295-1199

外来診療担当表は、5月1日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

塩入　崇弘
浅岡　麻里

－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
浅岡　麻里

－　　　

塩入　崇弘
青沼架佐賜

▼浅岡　麻里

長野市民病院広報誌 2018年5月発行

かかりつけ医の
さらなる普及をめざして

がんセンターのぺぇじ

がん登録から見える
長野市民病院のがん診療

24時間365日

救急患者さんを断らない

登録医紹介

中澤ウィメンズ
ライフクリニック［長野市若里］

救急
診療

発行人 ： 池田宇一／編集 ： 教育研修・メディアセンター
いけ  だ う いち

http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

○☆三浦　　崇
（13：30～）　　

―足から守るあなたの健康―

特  集

フットケア
センター開設

長野県内初！長野県内初！

74
Vol.


